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ビワの主産地の中で冬春季が低温で推移しやすい瀬戸内地域に位置する香川県において，

ビワ「なつたより」の果皮色と果実品質との関係を 3年間調査した。次に，得られた結果を

もとに適熟果を収穫するための目安となるカラーチャートを作成し，その適合性を検討し

た。 

1 収穫時の果皮色（a*値）と糖度計示度との間には 3 年間ともに強い正の相関があり，糖

度計示度が 12.0（Brix）となるには a*値で 6.0～9.5 程度，糖度計示度が 13.0（Brix）と

なるには a*値で 10.0～11.0 程度の範囲で年次変動があった。 

2 収穫時の果皮色（a*値）とリンゴ酸濃度との間には 3 年間ともに強い負の相関があり，

リンゴ酸濃度が 0.30%程度となるには a*値で 9.0～11.5 の範囲で年次変動があった。 

3 作成したカラーチャートを用いて色票別に収穫した果実の果皮色（L*値，a*値および b*

値）は，カラーチャートと概ね一致した。果実品質は，色票 4 で糖度計示度 13.5（Brix）

以上，リンゴ酸濃度 0.20％以下で食味が良く，色票 3で糖度計示度 12.5（Brix）以上，リ

ンゴ酸濃度 0.30％以下となった。果実品質の向上と過熟による商品率低下の両面から判断

して，カラーチャートの色票 3～4が適熟果を収穫する目安になると考えられた。 
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